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気候変動と低炭素社会に向けたエネルギー技術への転換 （仮訳） 
 

 

気 候 変 動 と 持 続 可 能 な エ ネ ル ギ ー 供 給 は 、 人 類 の 未 来 に 関 わ る 困 難

な 問 題 で あ り 、 取 り 組 ま ざ る を 得 な い 課 題 で あ る 。 世 界 各 国 首 脳 が 、

2 0 0 9 年 1 2 月 に コ ペ ン ハ ー ゲ ン で 開 催 予 定 の 気 候 変 動 に 関 す る 国 際 連

合 枠 組 条 約（ U N F C C C）の 会 議 に お い て 、人 間 活 動 に 起 因 す る 気 候 変 動

が も た ら す 負 の 結 果 に 立 ち 向 か う た め に 必 要 と さ れ る 地 球 温 暖 化 ガ ス

の 排 出 削 減 に 合 意 す る こ と が 非 常 に 重 要 で あ る 。 同 時 に 、 基 本 的 な エ

ネ ル ギ ー の 供 給 が 世 界 中 の 人 々 に 行 き 渡 る こ と を 保 証 す る た め の 活 動

に 関 し て も 合 意 す る こ と が 必 要 で あ る 。  

こ う し た 地 球 規 模 で の 困 難 な 課 題 に 対 処 す る た め に は 、 多 種 多 様 の

エ ネ ル ギ ー 源 に 対 す る 需 要 に 対 応 し 、 か つ 、 エ ネ ル ギ ー の 安 全 保 障 を

確 実 に す る 環 境 作 り に 必 要 な 要 件 を 満 た す に 十 分 な 、 柔 軟 か つ 多 様 な

解 決 方 法 が 不 可 欠 で あ る 。  

 

人 為 的 に も た ら さ れ る 気 候 変 動 の 緩 和  

気 候 変 動 に 関 す る 政 府 間 パ ネ ル（ I P CC）に よ り 2 0 0 7 年 に 発 表 さ れ た 、

気 候 変 動 に 関 わ る 科 学 に つ い て の 第 四 次 評 価 報 告 書 は 、 大 気 中 の 温 室

効 果 ガ ス 濃 度 の 上 昇 速 度 を 緩 和 し 、 か つ 、 許 容 レ ベ ル を 超 え る こ と を

防 止 す る た め 、 特 に C O 2  （ 二 酸 化 炭 素 ） の 排 出 を 大 幅 か つ 早 急 に 削 減

す る こ と が 必 要 で あ る と 結 論 づ け た 。  

気 候 変 動 は 、 か つ て 予 測 さ れ て い た よ り も 速 い 速 度 で 進 行 し 、 2 0 0 0

年 以 来 の 地 球 規 模 で の 二 酸 化 炭 素 排 出 量 は 最 も 高 い 排 出 量 予 測 値 を も

上 回 り 、 北 極 海 の 氷 も 予 測 さ れ た 速 度 よ り も ず っ と 速 い 速 度 で 融 け 、

海 水 面 も 予 測 を 上 回 る 速 度 で 上 昇 し て い る 。 気 候 シ ス テ ム の 中 に お け

る 循 環 作 用 に よ り 、 よ り 急 激 な 気 候 変 動 が 引 き 起 こ さ れ る か も し れ な

い 。  

気 候 変 動 へ の 対 応 が 急 務 で あ る こ と は 、 今 や 議 論 の 余 地 が な い 。 例

え ば 、気 温 上 昇 を 2℃ 以 内 に 抑 え る た め に は 、現 在 利 用 可 能 な 低 炭 素 技

術 の 全 て が 、 世 界 中 で 速 や か に 導 入 さ れ る 必 要 が あ る 。 G 8 + 5  各 国 は 、

エ ネ ル ギ ー 効 率 が 高 く 、 か つ 、 低 炭 素 排 出 量 の 世 界 経 済 へ の 移 行 を 先

導 し 、 気 候 変 動 の 緩 和 と 適 応 の 双 方 に 関 す る 技 術 革 新 、 研 究 、 そ し て

開 発 を 促 進 す べ き で あ る 。 新 し い 技 術 を 具 現 化 さ せ る に は 、 科 学 の 面
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で の よ り 一 層 の 努 力 に 加 え 、 新 技 術 の 受 入 れ を 加 速 さ せ る た め の 政 治

の 主 導 が 必 要 に な る で あ ろ う 。 気 候 変 動 へ の 解 決 策 を 探 る こ と に よ り 、

新 し い 職 の 創 出 や 新 興 市 場 の 活 性 化 と い っ た 、 こ れ ま で に 実 現 し 得 な

か っ た 巨 大 な 機 会 が も た ら さ れ る 。 高 エ ネ ル ギ ー 効 率 の 低 炭 素 社 会 に

向 け た 技 術 革 新 は 、 世 界 経 済 の 立 て 直 し に 向 け た 努 力 の 一 翼 を 担 う は

ず で あ る 。  

 

気 候 変 動 へ の 適 応  

気 候 変 動 の 影 響 は 今 や 現 実 の も の と な り 始 め て お り 、 こ れ に 適 応 す

る た め の 技 術 へ の 投 資 の 重 要 性 は ま す ま す 高 ま り 、 そ の 規 模 を さ ら に

拡 大 す る こ と が 緊 急 な 課 題 と な っ て い る 。 発 展 途 上 国 へ の 知 識 及 び 技

術 の 移 転 も 加 速 さ れ る べ き で あ る 。  

以 下 の 研 究 領 域 が 、 極 め て 重 要 で あ る 。  

•  市 街 及 び 郊 外 の イ ン フ ラ 、 さ ら に 自 然 の ま ま の 地 域 （ 河 川 流 域

や 沿 岸 地 域 等 ） の 復 元 力 の 増 大  

•  食 糧 の 増 産  

•  水 資 源 の 保 全 の 技 術 及 び 方 法  

 

エ ネ ル ギ ー に 係 る 課 題  

化 石 燃 料 は 、 エ ネ ル ギ ー に 十 分 な 支 出 が で き な い 家 庭 の 数 を 減 ら し 、

か つ 、 増 大 す る エ ネ ル ギ ー 需 要 を 満 た す と い う 点 で は 、 当 面 、 依 然 と

し て 主 要 な エ ネ ル ギ ー 源 で あ り 続 け る 。 し か し 、 そ の 採 掘 は 、 気 候 変

動 に 対 す る 人 為 的 影 響 を 緩 和 す る と い う 目 的 と 整 合 的 な も の で な け れ

ば な ら な い 。 化 石 燃 料 の 生 産 及 び 利 用 に 当 た っ て は 、 効 率 性 や 排 出 に

係 る 基 準 の 継 続 的 な 強 化 が 必 要 で あ る 。  

経 済 的 観 点 か ら 実 現 可 能 な 低 炭 素 エ ネ ル ギ ー 技 術 は 、 世 界 経 済 の 回

復 及 び 持 続 可 能 性 に 貢 献 し 得 る 。 エ ネ ル ギ ー 源 を 多 様 化 す る こ と に よ

り 、 化 石 燃 料 市 場 に お け る 価 格 乱 高 下 の 緩 和 、 及 び エ ネ ル ギ ー の 利 用

可 能 性 の 拡 大 や エ ネ ル ギ ー 安 全 保 障 の 強 化 も も た ら さ れ る だ ろ う 。  

低 炭 素 経 済 の た め に は 、 以 下 の よ う な 、 エ ネ ル ギ ー に 係 る 統 合 さ れ

た シ ス テ ム 、 国 際 協 力 、 そ し て 一 致 し た 行 動 が 必 要 と な ろ う 。  

•  産 業 、 交 通 輸 送 、 建 造 物 の 設 計 ・ 建 築 ・ 運 用 を 中 心 と す る 、 迅

速 か つ 広 域 な エ ネ ル ギ ー 保 全 ・ 管 理 の た め の 対 策 。 こ の 対 策 に
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お い て は 、 既 存 及 び 新 規 の 技 術 、 政 策 手 段 、 監 視 及 び 検 証 プ ロ

セ ス 及 び 公 共 教 育 の 開 発 や 実 施 が 必 要 に な ろ う 。 短 期 的 に は 、

省 エ ネ ル ギ ー 及 び エ ネ ル ギ ー 利 用 の 効 率 化 が 、 最 優 先 事 項 で あ

る 。  

•  可 能 な 限 り 多 く の 石 炭 火 力 発 電 に 適 用 す る こ と を 目 指 し た 、 国

際 的 に 合 意 さ れ た C O 2 回 収 ・ 貯 留 （ C C S） 技 術 の 開 発 と 普 及 プ

ロ グ ラ ム 、 そ し て 実 現 可 能 な C C S 基 準 の 探 究  

•  風 力 発 電 、 地 熱 発 電 、 太 陽 光 発 電 、 バ イ オ 燃 料 発 電 、 波 力 発 電

等 、 再 生 可 能 な エ ネ ル ギ ー 技 術 の 採 用 及 び 投 資 の 急 速 な 増 大 。

こ の よ う な 技 術 の 導 入 が 環 境 の 観 点 か ら み て 持 続 可 能 な も の で

あ る た め に は 、 標 準 規 格 及 び 認 定 方 法 の 開 発 が 必 要 で あ る 。  

•  十 分 な 天 然 ガ ス 供 給 へ の 確 実 な ア ク セ ス 、 及 び 効 率 の 高 い 天 然

ガ ス 技 術 の 普 及 促 進  

•  革 新 的 な エ ネ ル ギ ー の 生 産 、 輸 送 、 貯 留 、 及 び 配 給 の た め の イ

ン フ ラ の 開 発 及 び 普 及  

•  安 心 か つ 安 全 、 そ し て 廃 棄 物 の 長 期 的 管 理 及 び 処 理 を 確 実 に 行

う こ と が で き る 原 子 力 発 電 所 の 開 発 。 そ の た め に は 、 次 世 代 原

子 力 発 電 炉 の 開 発 と 核 拡 散 リ ス ク の 低 減 に 向 け た 国 際 協 力 が 不

可 欠 で あ る 。  

 

提 言  

持 続 可 能 な 世 界 経 済 を 実 現 す る た め に 低 炭 素 社 会 が 担 う 重 要 な 役 割

に 鑑 み 、G 8 + 5  諸 国 は 、あ ら ゆ る 機 会 を 捉 え て 、気 候 及 び 経 済 に 係 る 課

題 に 同 期 し て 対 応 す る た め の 、 地 球 規 模 で の 協 力 体 制 を 構 築 す る 必 要

が あ る 。  

そ こ で 我 々 は 、 全 政 府 に 対 し 、 以 下 の こ と を 呼 び か け る ：  

•  コ ペ ン ハ ー ゲ ン で 開 催 予 定 の 気 候 変 動 に 関 す る 国 際 連 合 枠 組 条

約 に 関 す る 交 渉 に お い て 、 2 0 5 0 年 ま で に 地 球 全 体 の 炭 素 排 出 量

を 1 9 9 0 年 レ ベ ル の 概 ね 5 0％ に 削 減 す る こ と と す る 地 球 規 模 で

の 長 期 的 目 標 及 び 中 期 的 排 出 削 減 目 標 を 採 択 す る こ と に 合 意 す

る こ と 。  

•  地 球 の 気 候 、 低 炭 素 と 気 候 復 元 技 術 、 そ し て 気 候 変 動 に 対 す る

自 然 シ ス テ ム の 柔 軟 性 の 保 護 と 促 進 に つ い て の 基 礎 的 、 国 際 的

な 研 究 を 大 幅 に 増 大 さ せ る こ と 。  



 
 

4 

•  気 候 変 動 の 緩 和 及 び そ れ へ の 適 応 の た め の 環 境 面 か ら み て 持 続

可 能 な 技 術 の 開 発 及 び 導 入 に 向 け た 、 戦 略 的 観 点 か ら み て 共 通

し て 対 応 す べ き 優 先 課 題 を 特 定 す る こ と 。  

•  低 炭 素 か つ 気 候 変 動 に 対 し て 柔 軟 な イ ン フ ラ 及 び 技 術 の 導 入 、

さ ら に ク リ ー ン な「 グ リ ー ン・テ ク ノ ロ ジ ー（ g r e e n  t e c h n o l o g y）」

の 導 入 を 促 進 す る た め の 、 経 済 的 及 び 規 制 的 手 段 を 用 い た 革 新

的 な 誘 導 策 の 実 施 に つ い て 協 力 す る こ と 。  

•  持 続 可 能 な 低 炭 素 エ ネ ル ギ ー の 未 来 を 実 現 す る た め に 必 要 な 技

術 に 、 発 展 途 上 国 が ア ク セ ス で き 、 利 用 す る こ と が 出 来 る よ う

支 援 す る こ と 。  

•  経 済 効 率 が 高 く か つ 技 術 面 で 安 全 性 が 高 い C C S の 開 発 、 実 証 、

及 び 導 入 、 並 び に C C S 標 準 規 格 の 確 立 に 向 け て 努 め る こ と 。  

•  安 心 か つ 安 全 な 原 子 力 発 電 、 核 廃 棄 物 の 安 全 な 廃 棄 、 及 び 核 拡

散 の リ ス ク 低 減 に 関 し 、 国 際 協 力 を 推 進 す る こ と 。  

•  適 応 に 向 け た 技 術 の 開 発 及 び 導 入 の た め の 投 資 を 大 幅 に 増 大 す

る こ と 。 特 に 、 最 も 貧 困 な 国 々 へ の 資 金 供 給 を 増 や す こ と 。  

 

上 記 課 題 へ の 取 組 に お い て は 、 教 育 や 人 々 の 意 識 を 高 め る 取 組 が

必 須 で あ ろ う 。 若 い 世 代 が 現 在 熱 意 を も っ て 取 り 組 み 始 め た 活 動 を

育 ん で い か な け れ ば な ら な い 。    

 


